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第3回クリッパーカツブ

ョットシリーズ

レポートその①
〈飛梅>の総合優勝，〈スパーウイッチ>の同6位，〈雲

柱〉の同8位……。これらは，間違いなく衝撃的なニ

ュースであった。

すでに伝説さえまとわりついている数々の名艇を含

み，8カ国から集まった75艇が競った，その結果なの

である。

全国版の新聞でいちはやく報道され，さらに一般の

マスコミ誌にも，〈飛梅〉などの雄姿が登場したことか

らも，この価置は，すでに社会的な評価を得たといえ

る。

ただし，このくゴンテッサⅡ〉の果敢なチャレンジ

からちょうど20年目，はじめての栄冠を，一過性に終

わらせず今後につなげるためには，あらたな課題が生

じているのも事実である。

例えばく飛梅〉のこうむった「ケース」は，追うも

のの立場と追われるものの立場とは，あからさまに異

なることを痛烈に教えてくれている。

このことをもちろん含めて，各方面からの幅広いレ

ポートを特集として続けてお送りしたい。

今回は，〈飛梅>のオーナースキッパー，才田忠利氏，

及びく飛梅〉のケースに関して，計測委員長，林賢之

輔両氏のそれぞれのコメントをお送りする。次回は，

<飛梅〉のデザイナーである高井理氏のコメント，〈飛

梅〉のケースの全過程報告，及び参加全艇へのアンケ

ートを基にした報告などを予定している。

へ

<飛梅>総合優勝.〃
8月7日から22日にかけて，ハワイ沖で行なわれた

第3回クリッパーカップレースには世界8カ国から75

艇が参加。日本からも12艇が参加して覇を競いました

が,NORC玄海支部所属のく飛梅>(高井39WH)が初参

加で見事総合優勝を飾りました。以下は同艇のオーナ

ー兼，艇長，才田忠利氏(37)の寄稿です。

※

■パンナム・力パー建造のいきさつ

1980年にサンフランシスコで開かれた､､J-24''の北

米選手権に，福岡から大挙11名のセーラーが参加した

ときだった，今回のく飛梅>のパートオーナーである上

野昇氏(35)と、‘うんこれなら我々の技量も世界に通用

する，ひとつ，ハワイのクリッパーカップに出場した

いものだ'′と話しあった。そして81年，、､J-24''の会

合のとき,40ftのく光〉が売りに出ている話があり，

2人でシーボニアまで足をのばしたのが引金となって，

急速にパンナム出場への話が具体化していった。

シーボニァで会った東レの伊東氏の勧めもあって，

､､つくりましょうか''と見えを張ったのが運の尽き,いや

連の付き始め。当初は、､2500万は出してやる／'′とい

うスポンサーの話もあり，建造へGOとなった次第で

ある。

ところがである，好事魔多しとはよく言ったもの，

(2）

この出資の話が口約束でつぶれ，私も上野氏も途方に

くれ，一時は建造をあきらめていたところ，玄海支部

の大石恭稔氏(36)が自分も参加しようということにな

り，ここに長い苦しいパンナムヘの道を進まざるをえ

なくなった。

■新艇建造へ

新艇は私の持船だったくプラウドメアリー〉建造時へ
のサービスが完全だった東レに，ゼネラルコンダクタ

ーを，設計は同じく高井理氏に，ビルダーはく光〉で

実績のあるブルーウォーターの木村氏とフジヨットの

コンビであった。資金的にいきづまった私達3人は，

自分達の船はもちろん,BMVやアウディーなどの愛

車も売り払い,建造費に当てるハメになってしまった。

この窮状を察してか，設計料無料，管理費ダダ，そし

てディーラーの東レもマージンなしで行こう／という

ことになった。本当に皆さんの好意と熱意がクリツパ

ーレースヘと合成されていったわけである。

■出場クルーは手弁当

さて，5月のはじめ完成し，名前も福岡県にちなん

だく飛梅〉と命名。信心深い我々3人は太宰府天満宮

に優勝祈願。西高辻宮司さんにく飛梅〉の揮毫をして

もらった。



へ
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しかし，最大のネックはクルーの問題で，我々貧乏

オーナーではオーナーサプライは始めっからダメで，

NORCの玄海支部の広報紙で手弁当の参加をお願いし

たり，小戸のハーバーを見渡して．、､この人は.ﾉ''とい

う人を各個にくどいて集めるハメになった。こうして

集まったのは私どもを含め16名。各自30万円の遠征費

を出しての参加であった。中には親父が社長，息子が

社員で，1カ月に近い休暇はやれんと，深刻な親子ゲ

ンカのあげ<，勘当同様にして参加したクルーもいた。

■回航はシェイクダウン

回航は6月26日発。4人のクルーですることになり，

小戸を出発，八丈からハワイラムラインのコースをと

ることになった。出港して7日目，台風マガイの低気

圧につかまり，左舷のロアーシュラウドのTフックが

とび,急拠銚子へ入るという無線が入る｡部品をそ

ろえた我々が待つ銚子へ入港してきたのが7月6日。

レース期日までに回航が間に合うか？ということで積

荷に軽油を200〃追加。レースまであと1カ月。祈る

ような気持で送り出す。以後，高性能リグを持つ福岡

市内のハム，手嶋春義氏宅へ，夜も昼もワッチのため

､､いりびたり'′ということになった。

■クラスEで5位内，優勝もありうる／

そうこうして7月29日に着いたく飛梅〉にあわせ，

我々がハワイに飛んだのはレース3日前。早速一同乗

り込みハワイ沖へと出る。

その時ちょうど，豪チームの<SZECHWAN>とい

う，〈飛梅〉と同じレーティングの艇が出ていった。そ

の先にはレーテイングが上の<HITCH･HIKER>もい

る。我々はこのくセッジュアン>を目標に走ることにす

る。何しろ玄海支部にはく飛梅〉と同じぐらいの船が

なく，我々がどれだけ走れるのか見当もついていなか

ったので，初めての好敵手（ライバル）だ（後々この

船が我々を苦しめることになった)。5分ぐらい遅れて

前2艇を追い始める。しばらくして1パイがベア，我

我はそれがくヒッチハイカー〉と思い，〈セッジュアン〉

を更に追いあげる。しばらくあってくセッジュアン〉

がベアする，と何とそれはくヒッチハイカー〉だった。

､､むむむ.／この走りならいけるぞ./'′高井氏設計のこの

船はすごいポテンシャルを持っていると分かったのは，

この時が始めてだった。

後はノーミスと徹底した整備だけだ.／私はここで

徹底してこのレースに賭けることを決心した。あとは

運があればクラスE優勝も狙える.ノ

■レース海面に東風が吹いた.／

第1レースは27マイルのオリンピックレース。いつ

ものハワイ沖は10m/s前後の風でおだやかなはずだ。

ハワイの気象に合わせたく飛梅〉も10～13m/sの風に

合わせた設計だ。ところが今年はどうだろう……。ハ

(3）
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リケーンの影響で,30～50ノットの強風というより裂

風だ。波はといえば，玄界灘の荒波より少々波長があ

る。風方位は東。〈飛梅〉には東風がつきものだ。

第1レーススタート。アメリカのくシェナンドー〉レー

ティング(30ft)との競争となる。早くもブローチング

や，マストトラブル艇が出はじめる。我がく飛梅〉は

というと，断然早い。上マークでは早くもD級のシン

ガリに追いつく。$､うんく飛梅>は強風に強いパイ,高井

さん./''他艇が2ポンリーフの時，我々は1ポンリー

フでいい。2回目の上りではD級の中間まで追いあげ，

フィニッシュ時には10分前スタートのC級の後の方ぐ

らいにまで追いあげた。ここでE級1位，〈シェナンド

ー〉が2位となる。

■修理は完壁に.ノ

ハーバーに帰ってからが一仕事。疲れたクルーに整

備が終わるまでは､､休むことはならん''と徴をとばし，

マストトップに登らせて，傷んだ個所は徹底的に修理，

少しでもほつれたハリヤードはただちに交換。ここま

できて，もう、､金に糸目はつけられない.ﾉ″、､つまらぬ

トラブルでリタイヤーは許されな雀い,ﾉ'′と不安なとこ

ろは徹底してマーク。回航時に破損したTフックもタ

ングに変更した。

この辺りまで各国チームはもちろん，日本チームも

く飛梅〉はフロック程度にしか思われていず，僅かく雲

柱〉の佐々木オーナーが，お祝いを言いに来艇された

のみだが，私はここで優勝してやろうと決意する。

第2レースのオリンピックコースは，またもやくシ

ェナンドー〉との闘いとなる。この船は全くミスがな

く，風が振れれば振れタック，とコースもうまくとる

し，気になってしょうがなかった。第2レースではこ

の艇にやられ2位となる。

第3レースのモロカイチャネルレースも，またして

も，この艇とず一つと一緒だった。モロカイ島につっ

かけるころ，この艇のジブ交換時に落水者が出た。瞬

間横でそれをみていて，これで少しリードできる.／と

思った。しかし日暮も近く，助けにいかればと思った

ところ，意外に救助は早く，またもやせりあいとなり，

複雑な気持となった。これで少し勝ったと思ったが，
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前にはだかり，前に出してくれない。スタート後も，

大型のくシーユーレータ－〉が風上に立ち，完全なブ

ランケットにされる。我々はここで少し落しぎみに進

路をとり，風下から一気に抜け出る作戦をとり，ポテ

ンシャルにものをいわせて，まんまとこれが成功した。

しかしこの3艇をひきつけていた間にく雲柱〉はスイ

スイと走り，クラス1位となった。我々はこのくシー

ユーレータ－〉に次いで3位となり，ここまででEク

ラス1位，オーバーオール（総合優勝）で5位につけ

た。

この辺りまでには，寄せ集めのクルーはすっかりこ

の艇に慣れ，タックもジャイブも一パツで決め，もた

つくこともなくなった。といえば聞こえはよいが，大

型艇に慣れていたバウ・クルーは大阪から来た日高君

ぐらいで，若い彼が大声で指示して他が動く……全く

パートオーナーの上野氏もクルーの一員となってジブ

シートひきをしていた。ところが，第3レース辺りか

らは，さすがよりすぐったベテラン勢で，皆んながバ

ウ・ワークに慣れてしまっていたのには全く驚きであ

った、

､､他を呪はば自分達にも災いが降りかかるぞ……''とい

っていたところ，案の定，モロカイ島につっかけた辺

りで，風で，5．2tに耐えるランナーフロックが，金具

ごとブッチぎれてとんだ。ただちにタックして，マス

トは傷めずに済んだものの，いくらかオーバーセール

となり，また差をつけられた。

本当にこの艇だけは苦しめられた。結果的にマウイ

のブイを通過した後のフリーのとったコースが我々の

方によく，〈シェナンドー〉に勝つことはできたが，ウ

ルマンが乗ったこのくシェナンドー〉には全く脱帽さ

せられた、

■強い奴は狙われる／

第4レースのトライアングルになると様相が変わり

始めた。我々の走りが早いためか，豪州のくシーユー

レータ－〉レーティング(32ft),<サザンレーダース〉

(29.5ft),それにくセッジュワン〉からく飛梅〉のレ

ーティングに対して，プロテストが出された。

このような抗議はビッグレースにつきもので，今や

ファッションにさえなっているので，我々は余り気にし

ないことにした。もともと第1レースの時から，風の

振れ，他艇の位置，セールトリム等各自がベストを尽

くし，玄界灘でのレースと少しも変わらない。少々艇

が大きかろうと，言葉が違おうと，本質的には全くホ

ームポートレースと一緒じゃないかと思って，他を呑

んでかかっていたし，第一，レーティングに関しては，

日本のメジャラーが計測したもので，平気であった。

しかし，スタートともなると，プロテストの3艇のう

ちくサザンレーダース〉が風上に，他の2艇が我々の

一

■総合優勝に賭ける

第5レース・ラウンドステーツ（775マイル）では，

もうせこい闘いは通用しない。風も落ちたハワイ沖を

走るく飛梅〉は，ダイヤモンドヘッド沖・ゴゴヘッド

沖ではすでにEクラスでスクラッチでトップ，他艇は，

はるか後から。ニイハオ岬を回って長いリーチングに

なったとき，風が40°振れた。ラムラインは110.のとこ

ろを150.ぐらいで走った。風が下に振れ,<セッジュワ
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福岡シティーホテルにて優勝祝賀会

ン>,<TOGO>がタック，クラスEのみの優勝ならば

そのままく雲柱〉やくセッジュワン〉と同じくタック

すべきだが，総合優勝を狙い，そのまま沖出しした。

ここまでは断然トップで走ったが，サウスポイントで

ロランの誤差が生じ，〈雲柱>,<TOGO>,<セッジュワ
ン>，〈シーユーレータ－〉に抜かれた。その差はとり

もどせないほどのものだった。その後，ビッグアイラ

ンドの4700mの山のブランケットを嫌い，他艇は沖出

しをするが，我々 は，夜は必ず海陸風があるとにらみ，
岸べた寄りのラムラインコースをひいた。風は3ノッ

トぐらいで，これをじ－つととらえた。我々はこの風

を、､ドロボー風'′と名づけたぐらい，ジワーッと艇を
進めた。

マウイ島の東側も同じく岸べたを走って他艇に追い

ついた，結果的にはこれがよく,<TOGO>を抜いて，

ダイヤモンドヘッドのゴールを0時8分にフィニッシ

ュ。これで総合3位かなと思った。

さて，その後ハーバーヘ帰ると，周囲の船から，〈ト

ビウメ〉，〈トビウメ〉とコールがかかり，拍手がわき，

これはひょっとしたら総合優勝も頂きだなと思った。

〈セッジュワン>は第5レースのクラス1位となり，

祝賀会をやっているので我々も合流し，朝5時まで飲
みまくった。

■総合優勝か失格か

明けて8月22日の朝再計測となる。また，プロテス

トのヒヤリングもあり，我々は言うだけのことは言っ

た。私は，建造からここまでの長い道のりを思いやり，
､、やるだけのことはやった／打つだけの手は打った.／

これでいいのだ'′と満足感があった。

あとあるとしたら神頼みのみだ／そうだ太宰府天

満宮にお願いしよう.／私は国際電話を父にかけ，事

の次第を報告して，太宰府天満宮にお詣りを頼んだ。

■判決ジャッジ下る.／〈飛梅>優勝.〃

長い重苦しい一日かが過ぎ，翌朝1人でオフィスに

出頭したところ，ゼネラル・チェアマンのケン．モリ

スンさんが私に近づき，〈ビッグニュースだよ.′コン

グラチュレーション.〃″と私の手を握った。一瞬何か

分からなくなりボロボロボロと涙が出てきた。そうだ

総合優勝したのだ〃私は皆んなのいるホテルへ向か

って駆け出した。

(5）

その日の夜のトロフィーパーティーまで，短い間に

いろいろのことがたくさんあった。

素晴らしい演出のパーティー.／日本総領事夫妻や，

ホノルルの女性市長もお祝いに見えた。また，頂いた

レイで首がだるくなるほどだった。

■優勝の原因は？＝東風(いいかぜ)，〈飛梅〉(いいふ

れ)，ナイスクルー(いい仲間）

我々は，今回はつきについていた。強い風とそれに

耐える能力を持った艇の建造，つらいときを支えてく

れた仲間，そして，最初から最後まで優勝へ一丸とな

なったクルー達，〈飛梅〉に味方した海象気象。、､勝ち

たい，必ず勝つ'fと心に誓った優勝が，今すんなりと

私達の手に入っているのだ。1982年，クリッパーカッ

プレース。〈飛梅〉は運もついていたのだ。

■<飛梅>号クルー紹介

才田忠利オーナー・スキッパー

上野昇パート・オーナー

大石恭稔パート・オーナー

庄崎義雄ナビケーター

三船和馬セール・トリマー

川岡勲シート・テーリング

島本俊臣ランナー

石橋征一コック

福元征四郎デッキ

高井理デッキ

松崎信之デッキ

草野崇敏デッキ

権田伴幸デッキ

日高久男バウ・デッキ

今里勇夫バウ・デッキ

中山浩久バウ・デッキx

才田忠利氏

<DIMENSION>
ゴ…

LORﾀ･≠……･･11.80m1･･…･12.45m

LWL………9.10mJ……3．89m

BEAM･･･…3．90mP……14.90m

DRAFT……2．16mE……5．50m

DISPL……4．98m

IORﾚｰﾃｲﾝダ29.4FT

(ハル，デッキ，バルクヘッド）

カーボンファイボー（トレカ)サンドイッチ構造

(ゴアー機）

クレゲセル20m/m

(バラスト）

鉄板ケースに鉛流し込み

(マストセクション）

T.&Mの新セクション

3スプレッダーと，ジャンパーステーによるコント

ロ ー ル
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YACHTIDENTIFICATION

YACHT SAIL#LOAIOR*HULL SKlPPER HOMEPORTDESIGNER

A"ⅣABE"ELEEUS89M4837.9Wh/B|/PurpleWilliamClute SanFranclscoPeterson

AⅣ丁ﾉC炉ATﾉOⅣ KZ22225038.5Wh/YellowD.St.Clair-BrownAuckland Lexcen

APOLLO 14“7267．0Green JackRooklyn Sydney Lexcen

APOLLOV KAR1994332．9DarkBlueAlanBond Perth Peterson

BAD〃ABﾉ7s KZ30304534.3WhiteClydeCoIson Auckland Mull

BﾉGAPPLE 」22994434．5DarkBIueHideoMatsuda Japan Holland

BRAVU月A 89874634.8DarkBluelrvingLoube Lahana ﾖrers

B月鱈A 773”48WhiteDennisChoate LongBeachChoate

BROOXEAⅣⅣ 7751941322Red LarryHarVey LosAngelesNelson/Marek

8月0丁〃ERGOOSE594394030．5White BobSevenich |daho Carter

BULLFROG 89875544．7Green T，DavidFenix SanFrancIscoPeterson

“、EⅣZA US477744031．3Red CarlEichenlaub SanDiegoPeterson

CADMLACS"APPER59774434.0WhiteT・Friedland/MAIIsopWashingtonDavidson

CARRﾉEAⅣⅣV

CEL店斤〃y

C卜似LLE〃GE

佇 円 』 R侭Ma

1193629．1White VicLocke

774924233.9Wh/BI/RedW.E.Ostermiller

SM3394634．1Red/GoldL.」.Abrahams

16餌4“38．9DarkBlueRobertF.Utter

Honolulu Farr

NewportBeachPeterson

MelbourneS＆S

Seattle S＆S

C〃EC“Aγ産 57%15041.6NaturalMonteE,LivingstonLosAngelesPeterson

COⅣDOR KB808069．7．MahoganyDickDeaver

COⅣ、CRO〆B店斤MUDAKB787869.0MahoganyDaveLewis

COⅣF万oⅣ7丸7ﾉoⅣ89“4533．8B|/Gold/OmDavidG・Fladlien

CO〔ﾉ〃7月yBoy 291263628．4Black StevenStabley

COUPD･E加丁 46485344.8White/BlueM.RBaylis

OEF楓ⅣCE KZ4帥33930．0Blue K.Lidgard

、ﾉC函TOR KZ48193930．0MaroonB･Thom

EⅣCORE 45134634.5WhiteJosephHoffman

GALA7EA 2783634.7White/OrangeTomAnderson

GEKKOV 」 2皿 41 31 ．8 Wh it e ShigeruNamiki

GEROⅣ丁ﾉUs US23024235．4Gold/WhiteW.S・Alexander

GLORy 302㈹5444．9WhiteJohnF･Buchan

GoLDcoAs7ExPREss2373627．3YelIowE,MWood

GREA7FUⅣ US307115040.4Wh/Red/BlueClayBernardll

〃ﾉGHⅣ00Ⅳ US89484131.9MahoganyGiniGatejen

〃ﾉTC〃〃ノバER KAR3034031．4Red/WhileNoelRobins

ﾉR刷丁ﾉOⅣAL 676664132．0White JohnBertrand

JUMPﾉⅣ′､ﾉACkHAS〃KZ48445049．0Blue S･Woodroffe

“L〃E開 42575041．8GreenDennisJones

K汎ZU 23884232．6White/BlueHiromituTamorI

k“40A 131318069．6White｣ohnB.Kilroy

K掴1．OA〃 77427357.9WhiteDayleSmith

Bermuda Holland

BermLlda Sharpe/Holland

SanFranclscoDavidson

Honolulu Farr

Whangarei,N.Z.Spencer

AucklandLidgard

Auckland Lidgard

Ne"ortBeachS&S

BriSbane Swarbrick

｣apan Frers

Honolulu Farr

WashingtonChance

Australia Davidson

TulsaOkDavidson

SanFrancIscoPeterson

Fremantle,Aus.Frers

Oregon Peterson

Auckiand Davidson

NewZealandLidgard

HiroshimaPeterson

DelawareHolIand

AustraliaS＆S

7bamCompe〃rjD"：ノ何“r"a〃｡〃a/7℃a価swereけorcompねredar〃meofpub"c“jo何.丁heyw"ノbeposred“Wa敗放j施chfCﾉubbefore坊esgrjesbegms

(6）
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Does"orj"cﾉUdee〃〃yesノBceルeda〃e「、〃"e30 畠
一一

YACHT SAIL#LOAIOR*HULL SKIPPER HOMEPORTDESIGNER

kO-7ERu7ERU〃」23014232.1White/BlueAkiraYamamura Japan T･kihara

4AzYALBATRossJ299940WhiteKatsumiKobayashiJapan 0.Takai

LﾉBAL狐700 US240644031.4White/Or/GoldArtKamisugi Honolulu Davidson

MARGARE7RﾉⅣTOuL〃ノKAl2215141．2Blue G・Freeman Sydney Frers

MAR鱈〃ﾉTEⅣ 」28724435，0White KatsuhikoTakedaJapan 0.Takai

MOOⅣS〃ADOW KAB514131.8Wh/Gr/RedThomasN.WalinskiHonolulu Holland

PAC〃EⅣ4 491114132,0LightBlueJohnNewton VancouverPeterson

PASSAGES 594503931.7WhiteG.RichardBell Seattle Peterson

PEⅣD脳GOⅣ 771774535．7Red ｣ohnC･MacLaurinLosAngelesDavidson

PO〃CFCAR KA3304232.3DarkBlueSirJamesHardy Sydney Dubois

PUSSyCA7Sﾉ〃 Yoshihirolwai Japan

RA〃P4Ⅳγ〃 SA7077069.8WhiteAlanTucker CapeTown,S,A.Lauranos

RU序傾Ⅳ US29的13630．4Wood ｣.W.Byrne Honolulu Wilson

SAGACﾉOUS 4M4332.5Black GaryAppleby Sydney PeterCole

SAⅣGWⅣ，

SCARLET7OWA“

SEAQUES函

SEAULA7ER

S〃E岬ⅣD“〃

SﾉREⅣ

SOLA恥

翻兜4840．1White PeterG,CallaghanSanFranciscoFarr

189504233．3White ChristopherCorlettSanFranciscoPeterson

SM2024231.8BI/Yellow/OrA.C.Neate MelbourneDubois

Bl3930，8White JohnMcLTaylor MelboumeDubois

US678"4031.0Green/WhiteWilliamW.LPalmer.Jr.NewportBeachHolland

291013726．3White SteveSmuck

KZ48844635.8WhiteDerekMacDonald

Honolulu

Auckland

Mull

F

rrers

sou7"ERⅣRAﾉDERKZ46663829.4Wh/Red/BlackJ･Stephenson Auckland Davidson

S U Ⅳ B 胴 D V ｣17105439.8Red/WhiteTatsumitsuYamasakiJapan S＆S

SUPERWﾉTC〃 J30314131．0Red LowellNorth Japan Yamaha

swEE7c別Ro〃Ⅳ店34134434．5WhiteMarshallPhillips Sydney Dubois

SWﾉF湾URE 57判4記48．4Blue SyKleinman SanFranclscoFrers

SZEC〃WAⅣ 3㈹73929．1Red G､W･Halls Sydney Davidson

7QBﾉUME ｣30713929.4WhiteTadatoshiSaita Japan 0.Takai

7.0GOWノ ｣23334130.4NavyBlueTogoyamada Japan Holland

70MA姻雌 673774131．7Red ｣ohnE､Arens NewportBeachHolland

7月ﾉUMP〃 393906152.6NavyBlueE.B.Dietich,MD.Scottsdale,AZC&C

7ROUBL店MAkER 186813728．2WhiteCliffordWilson SanFranciscoMorgan

7石UBAkURO J33033426.3WhiteMunetakaKoumuraJapan Yamaha

U ﾉⅣ岬MA“ 291094233．5White ｣imBarnhart Honolulu Farr

UⅣC〃ひ ｣26114030.4Wh/Gray/BrnTeruhikoNakataniJapan l.Yokoyama

吃〃G“ⅣCE 13077銘.6Red BernardLewis Sydney RollyTasker

W/“-o･丁〃E-wﾉSPKC297464132.2MahoganyDonaldWilson Victoria,B,C，Peterson

w"DwARDPAssAGE70997368.3WhiteJohnL.Rumsey Atlanta,Ga.Gurney/Peterson

ZAMAZAAⅣ KZ38835242.1Wh/BIstripesLawrenceStewardSanFranciscoFarr

ZﾉⅣGARA 303313932.2White/BlueNevilleH.Price SanFranclscoSoverel

､

本Arf"刀eofpub"Caがo"
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|計測委員会よしノ

（よほど柔い構造の艇で，船台の構造等によっては，

たわみにより，陸上と水上とで異なる値がでる可能性

はある｡)

ジュリーの指示による(ハワイ地域の計測員Mr.Henry

Petersonによる）再チェックの結果は,FFで3mm,

FAで10mm少ない値（沈下している）が記録されてい
÷ 一半

ま9o

パンナム・クリッパー・カップで優勝したく飛梅〉

に対して，レーティング上の抗議が提出され，オーナ

ーを始め関係者の皆様に御迷惑をおかけしたことを，

おわび申し上げます。

抗議の内容は次の通りです。

1．フリーポードの計測値が水上計測と陸上計測とで

一致しすぎている。

2．バンプ（計測点への盛り上げ）が正しくフェアリ

ングされておらず，違反である。 2項に関するルールは,103.3,326.2A.B､C.です。

斜線で示された部分（下図参照）には，製作上のデコ

ポコの他には凹み（ボー）があってはならないことに

なっています。

また，垂直断面での曲率半径が,FDステイション

では(0.1B-0.4ft),MDステイションでは(0.1B)よ

り小さいと，計測点をずらして計測する必要がありま
一鴉

9o

実艇では，残念なことに,MDステイションにホロ

ー（約5mm)が発見され，曲率半径も極くわずかなが

らリミット値より小さいことがわかりました。(FDス

テイションは，クリアー）

これらは，明らかにルール違反であり，程度の問題

ではありません。

結果として，抗議が却下されたのは，これらの点が

1項に関するルールは105.2A,328,329,1004です。

陸上でのデイタム・ラインからフリーボードを測り，

かつ，水上に浮かべて計測するというルールです｡(ス

タンダード・ハルの計測にも都合のよい計測方法で，

同一艇種の多い諸外国では便利な方法です｡)従って，

この抗議は計測方法の問題としても考えられるべき事

柄ですが,NORCでは，艇が既に進水している場合，

陸上で用いるデイタム・ラインとして，計測状態(Me-

asurementTrim)で浮いている艇の吃水線(Water

Line)を陸上に設定し，フリーボードを計測し，水

に浮かせてからもチェックしています。従って，水上

と陸上のフリーボードは一致しています。この方法に

より，現在まで実質的になんの問題も出ていません。

へ

FD F6SA向ら "4XMO

ﾌ／
上
a

MAr

口 Ｉ
’

（
」

I

0．Z5Lg4 6.弘曹LBq

に
ｈ
ｕ

ノ
／
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ノ

Ｑ
Ｚ
Ｏ
Ｉ
‐
１
１
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〈飛梅〉のスピードを高めるものではないという造船

学的な判断と,<Victory>の例のような，不可解な計

測ミスによるものではないという判断が，ジュリーに

よってなされたものと思われます。

この抗議は，〈飛梅〉が良く走ったために出された

ようなものですが，「いっそ失格になった方が良かっ

た。良く走ったという事実は確認されたことなのだか

ら」という意見も聞かれました。

また，抗議は提出されませんでしたが，今年から，

レーティング証耆の一部となった搭載物件目録(Mea-

surementlnventory)に記載された重量物（これはレ

ース中に移動してはならない）を移動したり，陸揚げ

してしまったりした艇もあったと聞いています。もし

海事思想普及

ヨツ ﾄ体験乗艇
7月23日，鳥羽パールレースの前日に行われたヨッ

ト体験乗艇に参加した子供達の手記を紹介します。

カレラにのった山下桂惠子

きのう，ヨットにはじめてのせてもらいました。

わたしは，よいどめ薬をのみました。わたしは，カ

レラと言う名まえのヨットにのりました。カレラが，

みなとについた時，一番さいしよにのって，グラグラ

とゆれていてこわかったんだけど，のったら，見た時

よりも，なんともなかった。

それから，オレンジ色の，きゅうめいどういを，お

姉さんにやってもらって，心の中で（なんでこんなも

のっけんのやる）と思った。

やっとうごき始めた。みんな，ヨットに，ジブセー

ルと，メインセールをはっていた。みんな，やさしそ

うだった。ヨットにのっていると，すずしくていいきも

ちだった。

わたしは，このヨットはどこへ行ったか聞いた。ハ

ワイへ行ったそうだ。それに，二番目に大きいんだっ

て。そして，こう言ってつぶやいた。「よかったな，

このヨットにのって」と思った。

ヨットの中に，入れてもらった。コンパス方位とか，

地図があったし，ほかに，知らないものがあったしい

ろいろあった。

次に，ヨットの先にいった。なみがきてゆれた。そ

してためいきをついた。（グラ）とかたむいた。

そして，みなとについて，（がんばってほしい)と思

ったc

らい年も中のごうはカレラにのせてほしい

（9）

それが事実なら，重大な規則違反です。意識的でない

にしても，そうならないように厳重な注意が必要です。

今後，このようなことが起こらないように，メジヤ

ラーの再教育を実施し，計測方法の再確認，計測マニ

ュアルの作成などを行う予定です。

また，海外レースへ参加される艇に対して，再チェ

ックを行いたいと考えています。

JORについて

IOR艇に対する不公平をなくすため，技術委員会の

御協力のもとに,JORを成文化し，来年度から実施す

る予定です。

そして当然のことながら，搭載物件目録は，レーテ

ィング証書の一部となりますので，御注意下さい。

乗る前に注意事項を聴く子どもたち

ヨットにのったこと杉山輝昭

10時ごろ朝烏というヨットにのりました。でも大明

東町の子どもがのったのは，みのと丸たま丸と朝烏で
－串

9o

そしてあしたのヨットで，みうらはんとうのこあじ

ろというところまできょうそうします。ぜんぶのヨッ

トで12Oせきく、らいです。そのヨットあしたかってほ

しいと思います。

そしておもしろかったことは，まついひろきという

子がおくんとうを下においてしゃべろうとしたら，お

くんとうがぎりぎりで海におちるところでした。そし

てひろき〈んがいいました。「海っていやしいなあお

れのべんとうたべようとしやがったんじよ」といいま

した。そしてみんなおおわらい。ほんとうにおもしろ

かったです。

とてもたのしかった細木幸絵

7月23日木ようびに，わたしは，おとうさんとおく

だに子ども会のみんなとヨットにのりました◎なまえ

は，なち八せいでした。いっぱいヨットがならんでい

ました。おじさんがこのヨットの中でいちばんおおき

なヨットだとおしえてくれました。それからしゅっば

つしました。
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スにでるのでは二番目だよと言った。そしておねえさ

んが一番大きいのは,一番初めのだよと言ってくれた。

ぼくはどれぐらい大きいのか見たかったです。お兄さ

んが大きくなるほどスピードがあるといいました。小

さいヨットはぼくはなぜスピードがないと言っている

のか。小さいと重さが少ないから早いと思っていた。

ウインチを回したり，させてくれたのでおもしろか

ったと思います。

ちょっとたっておじさんがわたしにガムをくれまし

た。あおりんどのガムでした。わたしは「ありがとう」

といいました。このときのガムは，いつもよりとくに

おいしかったです。

ちょっとたってしまがみえました。わたしは，おと

うさんに「あれ三つしまいうんやろ」ていったら，お

とうさんが「うん」といいました。

わたしたちがのったときは風がなくあまりうごかな

いので，キカイでうごかしていました。すこしのると

風がでてきたのでおじさんはホをあげました。それか

らは，とってもよくはしりました。わたしは，「ふし

ぎだな」と思いました。ほかのふれはキカイでうごく

のにヨットだけ風をホにうけるとうごくということが

わかりました。そしてヨットはほかのふれより小さい

のにえらいと思います。

ヨットにのってとってもたのしかったです。らいね

んもまたヨットにのりたいと思いました。

ヨ ット岡宏樹

ぼ〈は，今日はじめてヨットに乗りました。ぼくた

ちの乗るヨットは，朝烏という名前で，乗組員の人ふ

くめて12人ぐらい乗れます。乗るとき，こんなヨット

に12人も乗れるのかと心配でしたが，乗ってみると，

その心配がなくなりました。

スピードは，おそいと思っていたのに，いがいと早

かったです。少しこわかったことは，他の船が近くを

通るとなみがたかくなり，ヨットが，たおれそうにな

ったことでした。そんなことが，3～4回あり，ぼく

一人で，ビクビクしていました。

目的地につくと，ユーターンし，昼食を，食べまし

た。他の船が通り，ヨットが通ると，みんなくん当を

しっかりもちました。なかには，べん当を，落しそう

になった子もいました。昼食を食べおわると，みんな，

運転させてもらいました。わりとむずかしかったけど，

ぼくが,一番うまかったみたいです。運転していると，

ぼくが，船長になったようで，とてもゆかいでした。

しばらくすると，一人の人が「おーい，もうじきお

りるで，にもつかたずけとけよ」と，いいました。ぼ

くの心の中では，もっと乗っていたい気持で，いっぱ

いでした。乗組員の人は，いいなあ。いつでもヨット

に乗れるからだ。

船からおりると，みんなで「あしたのパールレース

がんばれよ」とはげましてあげました｡今日のことは，

ぼくのきれんの一つになりました。すごくたのしい一

日でした。

二匹

ことしはこわくなかったよ山下史恭

ぽ<はヨットにのったのは二回目です。一番初めに

のったヨットは広島から来たヨットだった。今日のっ

たヨットはカレラというヨットです。ぼくは，ウイン

チを回させてもらいました。ジブセールやメインセー

ルをはっているが一番えらそうだった。

今年は何もこわくなかった。きょ年のったので何も

こわくなかった。きょ年はこわかった。

ヨットの中も見せてくれた。これはきょ年も同じだ

った。でも少しかわっていてベットがたくさんあった。

それからどこから出入りするか，ということもおしえ

てくれた。

ヨットのことについてもおしえてくれた。フィンキ

ールの重さは4トンヨットの重さの半分あるというこ

ともおしえてくれた。

ヨットから足を出していた。お兄さんや，おねえさ

んたちはヨットがかたぐとそっちの方に足をだし水に

つけていました。

おねえさんが，このヨットは，こんどのパールレー

（
｝

あしたのレースがんばってね来年もまた乗りたいなあ

(10)
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｢もっとバースを！」

玄海支部泊地対策委員長伊達健太郎

玄海支部の博多フリートは，折からパンナムクリッ

パーレースでのく飛梅>(TAK39)の壮挙に対する称讃と

羨望をまじえて歓迎色でいっぱいである。NORCのレ

ーサーの，これまでの国際レースにおける実績からみ

て，いまだに夢のような成果である。しかしながら，

今回のく飛梅〉のシンジケートのレースにかける熱意

と周到な準備，それに日頃の精進と実力から見て，決

して偶然の勝利ではない。その点は別の記事で明らか

にされることであろうから本稿ではふれないが，とに

かくく飛梅〉には心からお祝を申しあげたい。

しかし今後ともパンナムヘの参加を我が博多フリー

トで維持するとなると大変である。元々このような大

レースでの勝利は，1艇の力で獲得できるものではな

い。優勝艇はその下に数多くの艇（もちろんライバル

を含む）を基盤として誕生する。〈飛梅〉も玄海支部の

精鋭くプラウドメアリー>(TAK30),(テクニシャン〉

(ED.30),それにくホットスパー>(FAR920)の結

集によって生まれた艇である。しかるに今後ともこの

ような結集をするだけの余力が我が支部にあるのか疑

問である。

玄海支部の中でも博多フリートは，福岡市立の小戸

ヨットハーバーをベースにして成り立っている。とこ

ろでこのハーバーがオープンして7年になるが，既に

ハーバーは，建設当初福岡市が漁協との間で取り決め

られたという，クルーザー150艇，デインギー350艇の

枠がいつぱいに埋まってしまっている。この7年の間，

玄海支部は会を挙げてレースに取り組み，また，会員

相互の交流を深めており，順調に発展してきた。とこ

ろが最近でも会員数こそ増加している（ここで隔年の

アリランレース目当ての入会艇というのは，当支部の

日常活動への寄与という面からみて，割り引いて考え

ねばなるまい）ものの，その伸び方は，空きバースの

消滅とともに頭打ちになり，他方なんとなく活気がな

(11)

〈なりつつあるように思われてならない。もちろん

く飛梅〉グループや,J-24クラスのように活発な活動

を続けているグループはあるが，本来のレースへの新

規参加者はほとんど見られない。また他面，所属会員

の中にも，このところ仕事が忙しくて乗れないという

人もあれば，もう年だからレースはしんどいという人

もある。また，入会当初の熱意を維持出来ない人もあ

るいはいるかもしれない。(A君は近ごろヨットクラ

ブよりカントリークラブのほうでよく会うよとぃう話

を聞いたことがある。ただしA君というのは筆者のこ

とではない。これはくホンキートンク〉の林先生が証

明してくれるはずである。念のため)。もっともこのこ

と自体は全く自然の現象であり，いささかも非難する

ものではない。問題は,NORCのようなクラブを活発

に維持して行くためには，不断に熱心なヨットマンを

入会させて刺激を受けることが必要不可欠ではないか

ということである。そして，この熱心なヨットマンの

獲得には，やはり艇置き場の確保が先決問題となろう

が，空きバースに入り込むことが絶望的であることは，

前号の片倉女史の「最初で最後の空きバース抽選会」

のレポートの通りである。そこで標題の「もっとバー

スを！」という嘆きとなるのである。

不肖筆者は，当支部の泊地対策委員長ということに

なっているが，これはハーバー問題の権威である前委

員長才田忠利氏に，パンナムで忙しいという口実で押

しつけられたものであって，もとより非力な筆者のよ

く勤まるポストではない。何年か前，ハーバーをあげ

て係留費の値上げ反対の運動をした時のように，一度

でも自分のヨットに乗せた人には当然の見返りとして，

また一度も乗せたことのない人にはこの夏には必ず乗

せるからとの空手形と引き換えに，ハーバー増設の請

願書に署名を強要して，市議会に持ち込む元気は，今

はもうない。そこで筆者が以前から主張してきたこと

であるが，改めてここで持論を披露することで責めを

防ぎたいと思う◎

元々海岸は有限なのであって，これは陸地面積に比

べて海岸線が長いと思われる我が国でも例外ではない。

そこに，いかにレジャー人口の増大という背景がある

にせよ，ヨットハーバーを無限に増設することは出来

ない。また，漁業を生業としている人々を押しのけて，

そこに何も遊びのための施設をつくることはないとの

主張にも一理ある｡(これで筆者は，次年度の当支部

泊地対策委員長のポストは首となり，漁協の暴走ヨッ

ト対策委員長に迎えられること必至である)。しかし，

必ずしもハーバーを増設することなしにヨットクラブ

の活動を活発に維持する方策はあると思う。

まず第一に，限られたハーバーのポンツーンから動

いていないヨット（仮に眠り舟といおう）を追い出し

て，熱心なヨットと入れ替えるという，極めて簡単な

ことを実行してみては如何であろうか？この措置に

ついては，ヨットマンなら誰も反対しないはずである。
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隣のポンツーンにいつも牡蠣をつけた舟があるのは淋

しいものである。それに，牡蠣が移って来そうなのも

嫌なものである。ヨットハーバーの経営側にとっても，

活発な舟が入り，利用率が高くなることは歓迎するは

ずであるし，ヨットの販売業者に至っては直ちに売上

増につながるはずである（大体眠り舟は買い換えるこ

とはない)。それにこの措置は，全く費用が掛からない

一番安上がりな方策であるというのがよい。

我が国のヨットハーバーの多くは公営のものであろ

う。ハーバーを建設する時，首長が議会にヨットハー

バーで係留費を稼ぎたいとか，牡蠣の養殖をしたいと

提案した自治体が一つでもあろうか？おおむね，海

洋スポーツの振興とか，海事思想の普及とか，もっと

もらしい御託を並べたに違いないのである。しかるに，

一般のヨットハーバーのヨットの出艇率はどんなもの

であろうか？厳密に調査したわけではないが，ポン

ツーンの一列を歩いて見るだけで，船底に牡蠣がつい

ている艇の何隻かを見つけることは容易であろう。「牡

蠣を付けたままで乗っている」といういいわけは認め

られない。牡蠣をつけた艇で走ることがスポーツとい

えるか簡単な道理である。前号の片倉女史のレポート

にある，空きポンツーンの抽選の落選者ばかりでなく，

ハーバーに莫大な血税をつぎ込んでいる納税者は，牡

蠣のついたヨットをどう見るであろうか？

ただ実際問題として，どこまでやれるか，それに技

術的に難しいとの反論はあろう（行政の決まり文句で

ある)。しかし，どこのハーバーにも出航届の制度が

あり，その管理は完壁である。筆者は，小戸ヨットハ

ーバーでこの3月に起きたディンギーの遭難事故の際，

たちどころに過去の出航記録を発表したハーバー事務

所の管理能力を高く評価するものである。そこで，例

箱崎漁港（右：高速道路)，

▼能古島漁港（バック：連絡船）

(12)

えば1カ月に2回以上出艇しないヨットは，係留契約

の更新または許可をしないという措置が考えられよう。

また，牡蠣がついた舟を追い出すというのも，動かな

い証拠がつかめてやりやすいかもしれない。ただしメ

ンバーの日焼けの具合によって決めるというのは公平

でない(元々黒い人もいるのだから。失礼)。かくて動

かないヨットの追い出しは断固としてやるべきである。

そこでポンツーンを追い出されないために参加する舟

で,NORCのレースは大にぎわいとなるのである。

ハーバーの利用効率を高めるもう一つの方策は，優

秀なクルーを各艇に安全供給することである。クルー

不足で出艇を取りやめる，あるいは合同で一艇を出す

という光景は，レースのたびごとに繰り返される。そ

こでハーバーごとに独自のクルー養成機関を設けるこ

とを提案したい。具体的には，バースのいくつかをク

ラブで確保して，そこにトレーニング用ボートを配置

し(前述の眠り舟を追い出した後を借り上げればよい)，

クルーの養成を行うのである。バースがなくてヨット

に乗れないという人達の対策にもなる。また，当支部

では，地元に優秀な大学や高校のヨット部をいくつも

かかえておりながら，そのOBをクルーザーへ乗せ換

えることには，必ずしも成功しているようにはみえな

い。学生の時だけヨットに乗って，卒業したらやめる

というのではいかにも淋しい。折角ヨット連盟とも交

流があるのであるから，一度組織的に学生ヨット部か

らのクルーの供給を考えてみたらいかがかと思う。

以上，取りとめもないことばかりをしたためたが，

これはあくまで筆者個人の思いつきに過ぎないのであ

って，玄海支部はもとより，泊地対策委員会の見解で

もないことを断っておく。
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車 イ ス の人魚インド編
“フィアーナ"が海に還る日⑥

石井浩一･フィアーナ

Ｉ
１
』
ざ
る

アーナの夢であったタジマハールのあるアグラヘと向

かいました。アグラは，日本でいえば京都みたいな観

光都市で，一変して近代的な街並みが目につき，ホテ

ルの設備も生き生きとしていました。我々の泊まった

中級クラスのホテルでも同様のことがいえました。も

う日本を発って，すでに2カ月が経過してしまいまし

た。場所を移動するたびに始まる強烈な下痢の猛攻に

も，この頃には慣れてしまい，平気で移動した初日か

ら動き回れるようになっていました。下の話で恐縮で

すが，それぞれの土地で食物や水が違うのか，移動す

るごとに必ず3日間から，ひどい時には1週間ぐらい

続く下痢が始まります。フィアーナにしてもしかりで，

最初のころは頭も上がらず，外出どころではなく，ベッ

ドとトイレの往復のみでした。まるで便器とデートし

ているような状態です。更に悪いことに，オナラが出

そうになると，トイレに直行です。実は出てくるのは

オナラではないからです。この繰り返しは帰国まで続

いたのです。今でこそ笑い話にしかなりませんが，当

時は苦労話にほかなりませんでした。これもしばらく

すると慣れが解決してくれますが……。

さて，私達がアグラに着いた初日は，休息をとるこ

とにし，翌日の早朝からタジマハールに行くことに決

め，その日は早めにベッドにもぐりこみました。夢に

までみたタジマハールが，フィアーナの頭の中をかけ

めぐり，なかなか寝つけられなかったそうです。さす

がに次の朝はフィアーナにたたき起こされ，準備を始

めました。フィアーナはかなり興奮しているように見

え，またその顔は生き生きしていました。カルカッタ

の苦難をこの日のために乗り切ってきたので，それは

当然のことだと思えます。最初の日なのでタジマハー

ルの場所もわからず，この日はとりあえずタクシーで

行くことに決めました。

夜明け前にタジマハールに着きました。ゲートを通

って中へ入り，初めて，日の出とともに朝焼けに写し

出されたタジマハールの全姿をとらえることができま

した。それは美しくかつ雄大で，あの優雅で夢幻的な

美しさにかけては世界一といわれるだけのことはある，

というのが実感として私の体に伝わります。フィアー

ナは，「エクスタシー，エクスタシー」と，繰り返しな

がら顔を上気させ，タジマハールの姿を一生懸命彼女

の目に焼きつけさせているのでした。

この時の彼女の表情は，言葉では言い表せないほど

ある日，私達は一頭の象に会いました。彼女の名は

スンドラといい，タクシー代わりに使われていました

が，私も乗車（？）する機会を得，彼女の背にまたが

りました。ところが上に乗った瞬間，彼女の頭にいく

つもの金棒でこずき回された生々しい傷跡が目に飛び

込んできたのです。かなりこき使われてきたのでしょ

う。それを見た瞬間，乗るのに気がひけ，何百メート

ルか乗った後に降りてしまいました。それを下で眺め

ていたフイアーナに言うと，パン屋に行ってパンを一

斥買ってきて，スンドラに与えたのです。あっという

間に食べ尽くし，更に催促します。フィアーナが「ナ

ヒン（ない)」と言うとなんと，大粒の涙を流し始めた

のです。私は動物が泣くことは聞いていましたが，象

が涙するということを知ったのはこの時が初めてで，

フィアーナもそれを見て慌てて再びパン屋へ駆け込ん

だのです。今度は一斥では済みそうにありませんので，

手に持てるだけ買いこみ，再びスンドラのもとに行き

ました。彼女のハッピーな表情が手にとるように分か

ります。多分フイアーナに向かってありがとうと言っ

たのでしょう。センチではありますが，フィアーナと

スンドラの間に小さな友情が芽生えたのでした。

このカジュラホは物価が非常に安く，我々が泊まっ

たツーリストバンガーには，15畳ほどの部屋にベッド

が4つ，トイレ・シャワー付で，おまけに朝食も付き，

サービス料込みで1日200円,1人100円のみです。

初日はバスの中で知り会ったフランス女性と一緒に泊

まり，その時は一人頭約70円という超破格値でした。

その代わり，部屋の中にはコオロギの大群が住みつい

ていましたが……。その夜，眠ったと思った途端「ギ

ャー」という叫び声に起こされてしまいました。見る

とそのフランス女性（名前は忘れたが……）が，ベッ

ドの上に立ち上がり，震えていたのです。どうもコオ

ロギが彼女のブロンドの髪の中で遊び回ったらしいの

です。なんとか彼女をなだめすかして，再びベッドに

もぐりこみました。ところが今度は，僕の股間をはい

ずり回っているのに，再び起こされる仕末で，その夜

は熟睡できませんでした。2日目からは’|貫れてしまい，

彼等が体中はいずり回ろうが，股間でかくれんぽして

遊ぼうが，一向気にもならなくなったのですが，フラ

ンス人の彼女は，もっと高級な所に泊まると，ここを

出ていったのです。

数多くの思い出を残してカジュラホを後にし，ブイ

ﾔ
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ろうと近寄ったとたんに，7～8羽のハゲタカから襲

われてしまう。フイアーナも「早く逃げろ」と叫ぶし，

僕だって必死に逃げまわって，やっとのことでその攻

撃からのがれることができました。ほうばうの態でそ

こから立ち去る。帰りにまた，同じ道を通ると思うと，

憂うつな気持ちです。

アグラ城内は花が咲きみだれ，美しいところでした

が，歩き回る距離の長いこと，階段の多いことには閉

口しました。思い出したように手にマメができる。そ

れでも城の美しさや，そこから展開される周りの景色

は抜群で，カメラを持って，あちこちと飛び回ってい

ました。その日の夜ははしゃぎ過ぎがたたって，ホテル

に着いた途端にダウン。それから4～5日かけて，ベビ

ータジマハールといわれるイティマド・ウッダウラ

ー廟，ファテプール，シクリという旧都跡（なんとア

グラから西へ42キロもある所。タクシーを使う。帰り

は徒歩。しかし疲れていたので，行程の半分からは再

びタクシー）シカニドールという，ムガール帝国に滅

ぼされたロディ王朝の都だった所などを歩き回った。

しかし，それぞれにすばらしく，感激を新たにしたが，

と同時にアグラ城同様歩け歩け運動を展開せねばな

らなかった。それだけ広大な所で，またそこには雄大

さがあった。アグラは上品な工芸品が多いところで，

ショッピングにも出かけたが，我々貧乏旅人向きでは

なかった。ボリかたにも一種独特ないやらしさもあり，

今手元にあるインド旅行の本のアグラのショッピング

のところにNo-Goodとマジックで書き残されている。

のもので，私は彼女のこの顔を見た時に，今までの苦

労はすべて洗い流されてしまったのです。本当に連れ

てきてよかった。彼女と知り会って以来最高の顔を見

せてくれたのです。私もこの瞬間感じたものは彼女同

様で「エクスタシー」でした。早朝は人もまばらで思

う存分歩き回ることもでき，と同時に，誰にもわずら

わされずタジマハールと話すこともでき，心ゆくまで

堪能することができました。我々は，その日は早朝か

ら夜遅くまですべての食事を抜いて，タジに居座った

のでした。同じように次の日も次の日も｡4日間続け

て通いましたoそれでももの足りず「明日も行こうよ」

というフィアーナをなだめ，タジを造ったシャージャ

ハンが，8年間幽因生活をしていたというアグラ城

(そこからはるか眼下にタジを見わたすことができる）

へ連れていくことにしました。タジマハールもちがう

角度から見る必要があるし，そこからは違ったタジの

美しさが発見できるんじゃないかと説得したのです。

途中死体に群がるハゲタカの群に出会い，写真を撮

q
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NORCでは今年よりヨ､ソトカレンダーを販売す

ることとなりました。つきましては，身近な支部

までお申し込み下さい。お待ちいたしております。

〈内容〉

全カラー13枚サイズ：タテ53cIT1,ヨコ38cm

全国レース日程表及び潮汐表付

く価格〉

定価：1500円NORC会員価格:1200円

送料は別途実費を申し受けます。

〈申し込み先〉

関東03-504-1911～4

駿河湾0543-52-1526

東海052-971-5835

近畿北陸075-661-0325

内海0792-54-0923

西内海0822-43-4498(井岡）

玄海092-804-5225（光安）

沖縄0989-39-1750(桃原）

までご連絡下さい｡

※なお，10部以上まとめてご講入いただければ，

特別価格を考えておりますので，お電話下さい。

〃柵 へ
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社団法人日本水難救済会救難所（支所）所在地表
電話番号郵便番号｜救難所｜支所 所 地在

横須賀

走水大津

鴨居

久里浜

北下浦

三浦

長井

大楠

腰越

大磯

小田原

真鶴

南下浦

静岡

静岡

横須賀市安浦町2－33（横須賀市東部漁協内）

横須賀市走水2－698－4（横須賀市走水大津支所内）

横須賀市鴨居2－31－7（横須賀市鴨居支所内）

横須賀市久里浜8－7－3（横須賀市久里浜支所内）

横須賀市長沢町277（横須賀市北下浦支所内）

三浦市三崎町5－3－1（三崎沿岸漁業協同組合連合会内）

横須賀市長井町4,500番地（長井町漁協内）

横須賀市秋谷309（大楠漁協秋谷支所内）

鎌倉市腰越2－9-1(腰越漁協内）

中郡大磯町大磯1426番地（大磯町漁業株式会社内）

小田原市本町3－4－21（小田原漁協内）

足柄下郡真鶴町真鶴1,947-44（真鶴町漁協内）

三浦市南下浦町松輪506番地（松輪漁協内）

0468-22-4465

0468-41-0680

0468－41-0334

２
３
１
２
１
岡
１

０
０
０
０
０
０

８
９
９
９
９
８
８
０
８
５
０
９
８
１

３
３
３
３
３
３
３
４
４
５
５
５
３
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
静
４

0468-81-3161

0468-56-2556

0463-6-0940

0465-22-3021

0465-68-1177

へ 静岡市広野5丁目14番16号（静岡モーターボート協会内）

事務連絡静岡市国吉田541-2（新生自動車販売内）

清水市三保字池2,939（三保マリーナ内）

0542-61-8024

3

()543-34-0456清水

愛知

師 崎

蒲郡

石川

金沢

富山

魚 津

富山

新湊

氷見

新潟

粟島

山北

岩船

新潟

出雲崎

直江津

糸魚川

両津

小木

川
２
山
潟
１
７
１
４
６
５
７
３
５
菫
８
２
７
山

日矢

０
０
３
０
４
０
０
０
０
１
２
３
３

’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ｋ

４
９
３
０
７
１
４
５
８
９
８
１
９
２
１
２
２
２
２
２
２
２
９
９
９
３
７
６

２
７
４
２
３
３
３
３
５
５
５
５
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
１
１
１
４
４

４
愛
４
４
石
９
富
９
９
９
９
新
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
三
５
５
５
和
６
６

05956-3-0147

0533-68-2819

知多郡南知多町大字師崎朝日町2

蒲郡市港町14番38号（佐奈田桂様方）

河北郡内灘町向粟ケ崎町ホ八（東洋-マリン㈱サービスセンター内） 0762-38-5351

0765-24-()295

0764-37-7141

07668-2-3175

0766-74-()088

魚津市下村木沖田割3691-19(魚津市消防本部）

富山市岩瀬文化町23番地（岩瀬消防署内）

新湊市本町3-10-30(新湊市消防署内）

氷見市幸町22-22（氷見市消防本部内）

02545-2-8151

02547-7-3141

岩船郡粟島浦村158番地（粟島浦漁協内）

岩船郡山北町大字寝屋33（山北町漁協内）

村上市大字岩船3,147(岩船港漁協内）

新潟市柳島町1-7(新潟県機船底曳漁業協会内）

三島郡出雲崎町大字川西140（出雲崎町役場）

上越市港町2－9－11（直江津海陸運送株式会社内）

糸魚川市大町71番地（県漁協連糸魚川支所内）

両津市大字夷98の90番地（佐渡水産会館内両津漁協無線局）

佐渡郡小木町395（小木町漁協内）

佐渡郡羽茂町大字大石中浜（漁協内）

佐渡郡赤泊村赤泊（漁協内）

佐渡郡畑野町大字松ケ崎（漁協内）

佐渡郡相川町（相川町役場内）

佐渡郡相川町稲鯨1,586番地（宮下様方）

025878-3111

0255-43－3421

02555-2-0118

02592-7－2747

025986-3125

和
LL

二 国

『
｝

茂
泊
崎ケ

羽
赤
松

02597-4-3111相111

二見

三重

錦

長島

九鬼

和歌山

新宮

田辺

１
０
１
０
１
６
２
０

一
汗

３
’

７
４
８
７
９
９
５
５
０
０

度会郡紀勢町錦185(錦漁協内）

北牟婁郡紀伊長島町長島（長島町漁協内）

尾鷲市九鬼町187-5（九鬼漁協内）

新宮市新宮6,760-1(新宮市役所内）

田辺市江lll桝潟町1-74(田辺漁協内） 0739-22-8520

(15)



○FFSHORE昭和57年10月15日第91号 昭和52年7月21Ⅱ第三種郵便物認可

このEPIRBは1982年シングルハンドレースのくかざ

ぐるま〉の救助では多大の効果があったことは皆様御

承知の通りです。

NORC協会ニュース

仕様

E.P.I.R.B.classB

送信周波数121.5および243MHZ2波同時送信

送信出力48時間連続使用後,両周波数とも最低

出力75ミリワット

使用時間-20℃で最低48時間

十25℃で90時間以上

電池マグネシウム電池6V6年間有効，規

則で3年で入替

電波形式A9電波

周波数安定度0.005%(水晶制御）

使用温度-20℃～+55℃
へ

寸法本体長さ40.7cm×直径8.9cmアンテナ

含む全長97.2cmオレンジ色

重量2.16kg水に浮く

使用方法手動テストーOFF-ON

価格¥95,000

NORC頒布物品のお知らせ

通 信委員会より

EmergencyPositionIndicating
RadioBeacon

(EPIRBClaSsB)
最近の外国レースでは,EPIRBの搭載を義務付けら

れており,NORCでもレースに搭載するため郵政省に

免許申請をしており，近く取得の見込みです。

NORC通信委員会では，出来るだけ安く会員に頒布

するため，メーカーより直接輸入し頒布致します。免

許手続もNORC通信委員会で代行します。

＃

？

日本外洋帆走協会(NORC)
蝿錘一零桑奉津一塑番

露悪
鐘縛－－－露､:蟻､f､蟻丞鐸甚.ー…塞舞嬬鑑鐸.瞬鰯鐸$奉津一、~

5

、《識溌
寸薙号

墨
雫 F

聰;､蟻
轡，夢

ｒ

へ

､

蕊蕊凸
年

耐〉息，耐湿，耐震設計
9

、

●ー

L
●ヨット用NORC専用7波実装

2150,2182､2638,4143.6,8291.1,12429.2,16587.1kHz

FT=400C無線電話装置
八重洲無線株式会社お問い合わせNORC事務局へ

お申し込みは電話03-504-1911～4 薑譽李雪2女東京都大田区下丸子'-20-2⑩'46登03(759)7111

(16）



○FFSHORE昭和57年10月15日第91号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

(安全手帳）
m/sec(秒速)･→kt(ノット）

ft(フィート）剣→、

(14)ヨット関係先住所，電話

社団法人日本外洋帆走協会では，外洋帆走を楽しむ

ため，最低限知っておかなければならない海事関係の

法律知識海事知識，ヨットレースに必要なレース規

則，海事関係官庁及び外洋帆走協会の歴史等を収集し

た安全手帳を作成して，57年2月現在の会員に配布致

しましたが，残部が多少ありますので，1冊1,000円

で頒布しております。必要の向きは送料200円を含め

送金願えればお送り致します。

内容

（1）日本外洋帆走協会(NORC)

NORC定款

NORC組識及び運営規定
へ

会費の納入を遅延した会員の取り扱い内規

NORC船艇登録規定

NORC会友ならびに会友艇船艇登録規定

(2)NORC旗章

(3)NORC外洋レース規則

(4)NORC安全規則

安全に関する心得

最低備品と設備基準を規制する特別規定（1981）

(5)IOR計測申請手続等に関する施行要領

（6）レース委員会の手引き

（7）海事法規

海上衝突予防法の燈火と形象物（図解）

押し船及び押され船の航行中の燈火・帆船の航法

等（図解）

音響信号（図解）

海と船の法律集（抜すい）

A,海_上衝突予防法

B,海上交通安全法

C,港則法
へ

D,船舶法

E,船舶安全法

F,船員法

G,船舶職員法

（8）帆船の燈火・形象物のかかげ方

（9）トン数の常識

(10)ディスタンステーブル（距離表）

（11）国際信号通信

国際信号旗（図解）

一字信号の補足的用法と例及び代表旗の使い方例

ヨットレースにおける信号旗等の一覧表

(12)海上保安庁通信所一覧表

(13)単位換算表

海里（浬）一km

電動機の幅一kW

尋到→、

押し船および押され船の航行中の燈火

燈
海

5

ユ

t

図解帆船の航法(海上衝突予防法第12条）

(Aj2賛の帆船の風を受ける舵か異なるときは.左舷に風を受ける帆船

は．右舷に風を受ける帆船の進路を避けなければならない｡

耐
今

左舷

る

Ｐ
》

(B)2蔓の帆船の風を受ける舷か同じであるときは、風上の帆船は風下

の帆船の進路を避けなければならない｡

両舷とも右舷に

風上

風下

11〆／
〆

〆

み－
’11

注）○は風向を表している
（W:D'｢ecllonofWIND）

風下

(17)

事務局より



昭和57年10月15日第91号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

日本外洋帆走協会

30周年記念事業について

日本外洋帆走協会は来年で30周年を向かえます。つ

きましては,30周年記念事業を行いたいと考えており

ますので，御意見ならびに良い事業案がございました

らお聞かせ下さい。お待ちしております。

連絡先日本外洋帆走協会総務委員会

〒105港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル4F

TELO3-504-1911～4

皇（

助

世界選手権(アドミラルズ

カップ)補助金申請決定

界 権 |ド

金

去る9月18日(土),琵琶湖ホテルにおいて第84回理

事会が開催されました。この時，1983年にイギリスで

行われる世界選手権（アドミラルズカップ）出場艇に

補助金がいただけるよう，振興会に補助金申請を行う

ことに決定いたしました。詳細は来月号のオフショア

にて連絡いたします。

＝＝

西内海支部よりレース日程のお知らせ

瀬戸内海ハーフトン・クオ

1．参加資格

(a)レーティング

●ミニトン15～17ft(T.C.F.0.6472～0.6723)

●クオータートン17．1～19.9ft(T､C.F.0.6735~

0.7060)

●ハーフトン20．0～22.9ft(T.C・F.0.7072~

0.7385）

(b)その他SKKカップの参加資格を満たす艇

2．レース日程

日時レーススタートタイムコース
時間ミリット

11／21（日）第1レース10:0017:00インシ

11/22(月）第2レースISKKカップヨアー

11/23(火）第3レースiレースと兼用
※第1レースの艇長会議は09:00スタート海面の

本部船上

3．適用レーティング

JORによる。未計測艇は，同型艇のレーテイングを

準用し，レース委員会にて決定する。

4．得点方法

(a)修正時間システムを取る。

(b)得点は減点法とし,SKKカップの得点方法に準ず
る。

(c)得点に対する係数

第1レース×1.2

第2，第3レース×1.0

順位は得点の低いものを上位とし，同点の場合はロ

ングレースで上位のものを上位とする。

ー

(18)

タートン．
~、

~、

、
二二 トンカップ

5．第1レース

Aコース（時計回り)25M

No､2－端島一甲島一阿多田島一白石灯台-No.2

Bコース（反時計回り)25M

No.2－白石一阿多田島一甲島一端島-No.2

コースは艇長会議に指示

コース短縮

(a)第1レースはスタート後2時間までに先頭艇が

端島に達しない時には甲島沖をフィニッシュとする。
スタートライン

(a)本部船とNo2浮漂との見通し線とする。

6．その他の事項はSKKカップレース帆走指示書に準へ
拠する。

7．参加申込

(a)申込期限昭和57年10月31B

(b)参加料1艇2,000円

(c)申込先〒738-08佐伯郡五日市町美鈴が丘東

1丁目3-11

日本外洋帆走協会西内海支部広島フリ

ート事務局佐藤克則

電話0829-28-0776（夜7時以降）

8．賞

(a)総合優勝,2位,3位

9．係留場所

●海楽園ヨットハーバー（大野町）

●マンボウヨットクラブ（甘日市町）

（レース前後1週間は係留無料，ただし管理責任は

艇のオーナが負うものとする｡）

q
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専門委員会からのお知らせ

●ルール委員会

NORC外洋レース規則の改訂
及びその他ルールの解釈について

NATIONALAUTHORITYであることは今まで

の実績（新艇登録，計測，レーティング証明書の

発給，セールナンバーの割り当て，世界選手権大

会の開催提訴の処理，ルールの制定改廃等）から

みても明白である。

（2）邦訳ルールブックではNATIONALAUTH-

ORITYを日本ヨット協会と訳しているが，英文

を正とする立場をとっているNORCとしては訳文

にこだわる必要はない。

6．口ランの使用禁止条項（第10条9)の再検討につ

いて

昭和55年度よりレース委員会，ルール委員会で

討議してきたが，当時としては時期尚早というこ

とで見合わせてきたが，本年3月5日専門委員長

会議にて再度「使用許可の方向で検討されたい」

旨，帆走委員長より申し入れがあったが，これは

NORCのポリシーに関する問題だから，単にルー

ル委員会で結論を出すのでなしに，理事会にて慎

重に御審議願いたい。

7．違反に対するペナルティーの時効をルール化する

必要性について

ルール違反の事実がレース終了後，かなりの日

時が経過してから判明した場合，どの程度までさ

かのぼってペナルティーを課すべきかということ

は，ケースバイケースで判断は異なるので一律に

ルールで固定化しない方がいい。

N.O.R.C.外洋レース規則改訂案

下記の点線部分を切り取って,NORC安全手帳にはっ

て使用して下さい。

：第3条クラス別分類

クラス レーティング

I33.0ft(10.06m）-70.0ft(21.33m）

Ⅱ30．0ft（9．14m）-32.9ft

Ⅲ26．0ft（7．92m）-29.9ft

Ⅳ23.0ft（7．01m）～25.9ft

V20．0ft（6．10m）～22.9ft

Ⅵ17．0ft（5．18m）～19.9ft

Ⅶ16．9ft（5.15m）以下

1.NORC外洋レース規則(1980)の部分的改訂

第3条，第10条2,及び第10条6を55年12月6

日改訂（添付改訂案参照）

56年3月7日の代議員会にて55年度事業報告の

中で，上記改訂が報告されている(議事録参照)。

ところが,1981年10月に印刷された｢安全手帳｣中

の(3)NORC外洋レース規則に上記改訂が織り込ま

れていないのでPRが必要。

2．オーナーの責任と艇長の責任をルール化する必要

性について

NORC安全規則(1981)第1条責任の所在及び

安全に関する心得，第Ⅱ節責任の範囲に明確な規

程があるので,NORC外洋レース規則にとり入れ

なくてもよい｡(重複を避けるため）

3．艇長の資格をルール化する必要性（艇長の任命）

について

前項同様「安全に関する心得」第Ⅱ節1．(2)に

規程があるのでレース規則に織り込む必要はない。

4．冠スポンサーを付けることに関し，レース規則改

正の必要性について

ルール委員会にて検討した結果，冠スポンサー

のレースを開催することは現行ルールに抵触しな

いので，ルールを改正する必要はないとの結論に

達した。

現行ルールは参加艇や選手に対して商業宣伝を

禁止しているがレースの主催者に対してスポンサ

ーをつけることを禁止してはいない。むしろ81-

841YRRではスポンサーをつけてレースを運営す

ることに対する疑念を払拭し，容認の方向を明確

に打ち出している。

冠スポンサーを付けることは今や世界的な傾向

であり，ヒース元首相も先般来日の折，是認意見

を述べた通りである。

5.IYRR1981-84第1条「レースの主催，運営，

及び裁定の権限｣に関し,NATIONALAUTHORITY

の解釈についてIYRUまたはORCの見解を打診する

必要性について

今更，改めてIYRUやORCに見解を正す必要性

はないものと判断する。

その理由は

(1)NORCが外洋レースの分野においては日本の

へ

｡

｡

茸

旦 唾

』

第10条航路権規定及びその他の帆走規則

2．レース中の離艇及び上陸（IYRR56:57及び59の例外）

スタート以降，乗組員のド船，一時的上陸及び物資の積卸しは自

由であるが，負傷，発病・その他緊急を要する場合以外は．艇の直

接の接岸または,人力のみを使jMするその艇のディンギー以外の方法

で行ってはならない。f船街はできるだけ速やかにレース委呉会に

＊M告しなければならない。またそれ以後，再びそのレースへの参加

は許されない。ただし，乗仙の落水，遊泳，修理のための離艇，あ

るいは座礁または他の船舶その他と衝突した後，艇をこれから引き

離すために遊離した場合は，そのヨットはレースを継続する削に，

これらの乗員を艇内に復帰させなければならない。

6登録淋号の標示

ｍ
、
ｍ

ｈ
伽
仇
化

０
５
１

３
２
２

ｍ
ｍ
ｍ

さ
止
血
血

太
７
６
５

字洲

9.伽、

7.吹、

6.km

ｍ
、
ｍ

さ
伽
吐
吹

』
Ｌ
Ｍ
・
・
“

・
８
化
巨
凹
（
ｘ
〕
冗
乙

４
３
３

クラスI－Uの艇

クラスⅢ~Vの艇

クラスⅥ～Ⅶの艇

１
２
３

Ⅱ

I



昭和57年10月15日第91号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三楠郵便物認可

●海事思想普及委員会

海事思想普及委員会活動報告

1．NORCPR用下じきの製作

ちびっ子レース，ボランティアセーリング会な

どの際に配布する児童用の下じきを製作。

片面を海事思想普及イラスト，片面を広告面に充

てる。

協賛は日産自動車，力ルビー，キリンビールの3社。

製作費:60万製作枚数:3,000枚

2．講習会の開催

仙台地区：6/5(土)1830～於：「アムス西武」

内容外洋レース映画

講演：歌田道教氏

参加50名

函館地区:6/19(土)1830～於：「函館国際」

内容外洋レース映画

講演：大儀見副会長

参加100名

3．三浦市ちびっ子ヨットレース

ヨット教室：8/28(土)1300～於：市民センター

内容映画:｢OPディンギースクール」

教室：武市俊氏

ヨツトレース：8/29（日）於：諸磯湾

参加者:200名(小学3年～中学3年）

4.NORC夏まつり“安全フェスティバル”

9/4(土)1300～1600於：江の島ヨットハーバー

主催：日本外洋帆走協会

礒議…煮)"“
後援：神奈川県／神奈川県弘済会／第三管区

海上保安部／江の島ヨットクラブ

参加企業：東洋ゴムエ業／協立電波／国際化工／

中村船具工業／光電製作所／太洋無線

／古野電気／八重洲無線

内容：○ライフラフトの展開実演

○安全備品の展示，説明

○救急法の実演(赤十字ライフガード）

○親睦ビアパーティー

※親善レースは台風の為中止。

参加者：140名

●泊地対策委員会

57年度NORC泊地対策方針書案

｜山懐磯‘ゞヨー
1．前むきの対策

(20）

2

3

4

5

｜灘謡合との'ｲｱｿブによ‘
後むきの対策I(1)保管料値上げ阻止のための方策

1(2)無許可停泊者問題

現状の把握|i(1際葱霜艇種種ど，
‘|(2)各地マリーナにおける実態

’'3漣輸省県市町村の考え方と
‘取り組みの実態

組織と編成！(1)関東支部管下の分担
｜(2)その他支部の分担

NORC泊地対策問題と全国的な泊地施設の中にお

けるNORCの位置

●技術委員会

JORレーティングルール(案）

1）目的

JORレーティングルールの目的は,IORレーテ

ィングを持つヨットとJORレーティングを持つヨ

ットが，一緒に公平なレースが出来るレーテイン

グを比較的，廉く，手軽に求めることにある。

JORレーテイングルールは，ヨットを簡易化さ

れた計測法によって計測し，現行のIORレーティ

ングの公式プログラムを用いてレーティングを

求めるシステムである。

2)JORの適用

イ)JORレーティング証書を受ける資格のあるヨ

ットはIORレーティング証書を受ける資格がある

が，同時に両方の証書を持つことはできない。

q)IORルール102のレーティング証書の有効性の

条件はJORレーティング証書にも適用される。

ハ)JORレーティング証書のORCへの賦課金

(Levy)はIORレーティング証書と同額である。

（1982年度15SwissFran÷1950円）

3)JORの計測

JORの計測は下記の3つのケースに分かれる。

i)ワンオフ艇，またはそれに準じる艇

i)同一モールドによるプロダクション艇(スタ

ンダードハル）

m)同一モールドによるプロダクション艇で,SMR
スタンダードクラスの条件を満足しているクラス

i)は，従来のIOR計測と変わりないが,CGF

だけは簡易傾斜試験(SITSimplifiedlnclining

Test)によって求める。

ii)は，スタンダードハルであるが，任意の2隻

の艇のハルを2人以上のNORCの公認メジヤラー

が別々に計測し，チーフメジヤラーが計測値の精

度，整合性に満足した場合，スタンダード寸法と

匁堅

勺

へ

■

I
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して認められる。CGFはSITによって求める。

鋤は,SMRスタンダードクラスの条件(SO7

SMRSpecifications,SO8StandardRating)

を満足するクラスで,ORCの簡易計測ルール(SMR

SimplifiedMeasurementRule)によって計測さ

れる。

4）簡易傾斜試験

IORルール705.ウエイトを次の通り改める。

ウエイトの大きさはPDの値が0.0524PLまたは

78m/mより大きく,0.1051PLまたは158m/mより

小さくなるようにきめる。（3．＜β＜6｡）

5）注意

スタンダードハル艇は，下記のスタンダード寸

法を正確な陸上計測によって確立する。

イ)FFS,FFIS,FFDS,FMDS,FBMS,
FAIS,FAI

FI)DMS,PDS,ESDS

ハ)TLH(1～5)(TrialWLHeights)

TWL(1～5)(TrialWLBeans)

スタンダードハルの場合，フリーボード計測は

FF,FAのみで，浮揚状態のすべての寸法が決定

されるのでイ)，ロ)，ハ)の正確な値が必要である。
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r墨曽蔓=……………i新呈録艇の紹介i；

；雛霊驍'卿鰄縦；
f▲……シー､………….………霊……､……………………………異

×3.2×1.85大谷良治／艇名の由来：一糸乱れぬチ

ームワークで，華麗に走る姿は，あたかも華麗に舞う

美女の如く人の心を打つものがあります｡<ダンシング

クイン〉は美しき舞姫として名付けた。／抱負：数多

くのレースに出場してみたいと思います。どうぞよろ

しく。

2976WACKY－ⅡYR－34西宮10.3×7.90X

3.60×1.90守石一博／艇名の由来:WACKY=きち

がい（スラング）でありますが，精神病院のきちがい

ではありません，ものごとに夢中になることです.／

いい意味でのキチガイなので，誤解のなき様そこんと

こ“よろしく､/”／抱負：今度のヨットでは，マスト

は，グッチ，セールはイブ・サン・ローラン，ウイン

チはシャネル……他，ブランド艇と一部ではウワサが

チラホラですが，レースでお会いした時は決して､/決

して〃金権ヨットと呼ばないで.'／クルー：杉原寛，

馬場秀昭，目瀬好男，富田好成，片山彰造，浜中淳宏，

原正吾，住友潤司，中jll普一，田中洋二，桶口勉他ヨ

ットコジキ。/NORCへの要望：日本国内でもレーテ

イング順にスタートするレースを企画実行していた

だきたい。大型艇のみがファーストホームの栄冠に輝

くことが多々あるため小型艇にもファーストホームの

快感を味あわせて下さい.／（スタート時のオフィシャ

ルの方大変でしょうが，着順イコール成績で，マッチ

レースの感覚でレースができ，オフショアの時にもレ

ース参加メンバー全員で表彰式ができ，面白いのでは

ないでしょうか？）

2954ALPHANAKA295小網代関健冶，平出

昭博，長谷川考夫(共同）

3083SONNBLUMEバントフェットシーボニ

ア8.98×7.50×3.10×1.75戸田宏，村田修弘，牧

孝，鈴木堅司，会田恭久，倉橋敏一，井之上一洋，土

肥康孝，八代従道，菊地輝彦。

3007天霧Pilor30多度津港8.99×7.87×3.20X

1.45氏家睦夫／艇名の由来：「天霧｣は多度津港の南

西に聾える標高361メートルの山の名。戦国時代の香

川氏四代の牙城。別名を獅子山といい，象頭山ととも

に五岳を擁して海の神様として名高い金比羅宮守護の

霊山である。旧海軍駆逐艦に｢天霧｣あり｡/抱負:これ

までく天霧Ⅲ>(ニゴルソンとトン)でレースに出ていた

が，今度オリジナルデザインのダブルエンダー，カッ

ターリグ，パイロットハウス付の新艇を建造して，ク

ルージングを多角的に楽しむことにした。クルー:三宅

善文，糸永洋義森松敏郎，武部裕光。

1411速鳥一Ⅲ(はやとり－Ⅲ）ヤマハ26C三崎マリ

ン油壺7.98×6.40×2.80×1.55名當英臣，渋谷喜

三郎，斎藤正，小泉悟郎，山本芳男，佐藤信昭(共同）

／艇名の由来：歴史に残る外洋航海の遣唐史船の名に

速烏の名があります。旧制の小学校の教科書に“はや

とり”の話があります。広く海外より良いものを取り

入れ，新しい発展の資としたい，との心から命名しま

した。／抱負：小網代に第1号艇のくはやとり〉があ

り，草間グループが運営しています。共同所有艇は，

資金と要員の確保が同時に出来ることが利点で，碇泊

地等の確保等も難しくなった現在，お互いに和の精神

をもって長続きさせたいと思います。

3087POUDELAMERヤマハ30D-S沼津(重須）

8.97×7.33×3.2×1.75初山満雄／艇名の由来：フ

ランス語で,POUDELAMERは、､海の風'′とい

う意味です。レースでも，クルージングでも，食らい

ついたら離れない……というオーナーの気持ちからつ

いた名前です。／抱負：レースは適当に，前を走って。

クルージングはめいっぱい力を入れて，大瀬で，島で，

311練します。現地の夜は美しい女性と楽しい夜を過ご

したいですね。／クルー：正規クルー3名，応援クル

ー5名，臨時クルー2名，女性マネージャー1名。計

11名が日夜，厳しい訓練に耐えています。/NORC/､

の要望：会費をもっと安くしてください。

31240PPA-1キャバリア東京湾晴海中井信

行／艇名の由来：宮城県女川近くの追波湾の地名より。

／抱負:S57年7月に南太平洋へ出航予定。

3085ダンシング・クインSIoop西宮9.2×7.4

全

’
4

訂正とおわび

Offshore5月号に掲載しました「初島レース」の記

事中に「<梓>からりタイヤーの連絡を受けた」という

文章がありましたが，成績表からもお分かりのように

く梓>は総合10位に入っており,<つるぎ>の間違いでし

たので，訂正しておわびいたします。

｜
’

一

｜
b
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第9回三雫島レース

<ポインシアナⅡ＞落水事故報告とお願い。

昭和57年10月1日

ポイン シアナⅡ艇長笠井章而
一 ナビゲーター山田幸夫

クルー大杉文哉

榎本繁

阿部宏志

去る9月23日㈱、NORC関東支部主催、第9回三宅

島レース（160マイル）出場中のシーボニアヨットクラ

フ所属のハーフトンレーサ-(U-30)ポインシアナⅡで

乗員一名の落水事故が発生しました。

事故発生一週間目の10月1日現在、落水した乗員は

今だ行方不明であり、ポインシアナグループを中心と

した関係者及び海の仲間による捜索が続行中でありま

す。

NORCオフショア編集委員会の協力を得て、秋のオ

フショアレースに問に合うよう、急拠我々の事故経過

を皆様方、ヨット仲間にいち速くお知らせする事は、

我々、当事者から各艇への警鐘と何らかの安全対策上

の参考になるのではないかと考えたからであります。

一昨年の大島初島レースでのトマホーク落水事故、

昨年のビッグボートシリーズでのエクスプローラ落水

一一事故、そして今回と、全く同じハーネス未着用という
～

初歩的なミスを犯し、過去の貴重な反省点、安全への

提言を生かす事が出来なかった事は、痛恨の極みとす

るところです。

ヨット仲間の皆さん、事故を起こした当事者らの辛

い心からの叫びとして、もう一度、肝に命じて下さい。

『ライフハーネス、ライフジャケットさえ着けていれ

ば…..…………･……』

1.概略経過

艇名POINCIANAⅡセールNC

響‘‘蕊|観Ⅷ”
尚．拙'癖"－

2970

計6名

(1)

日時

9月23日11:00スタート

9月23日18：05事故発生

9月24日13：30下田入港（リタイア）

コース

神奈川県小綱代スタート→三宅島（時計回り）→神津

島（時計回り）→小綱代計160マイルオフショアレ
ース

午前10：30艇長の指示で全員ハーネス着用後、シー

ボニア出港、スタート海域に向かう。

午前11：00スタート。NNEの風約6～8メートル小

雨。波高1メートル以下。昨夜の出艇申告では11杯の

エントリーがあったが、スタートしたのは5艇であっ

た。（クラスⅡのロシナンテの他がめら、シルフイー

ド、つるぎ、ポインシアナⅡのハーフトン新鋭艇4杯）

スタート海域と三宅島サタドー岬を結ぶ185.にコース

を設定。フルメイン、スピン帆装で快調に走る。12:

00よりAワッチ(3名）の当直となった。

午後15：0Oごろ大島竜王岬東通過（視認出来ず、デ

ッドレコ)Bワッチの山田、大杉、飯野が当直とな

る。この時点で艇はNNEの風雨約8メートルでポー

トタック、クォーターリー、艇速約7.5ノットの快調セ

ーリングであった。この為山田と飯野は海象に対する

不安感は無く、ハーネス、ライジャケとも着用せずコ

ックピットに出る。大杉は常時ハーネス、ジャケット

とも着用していた。当直交代直後から幾分風が強くな

って来た為、メインをワンポイントリーフとした。そ

の後15:40ごろ数度の軽いブローチングを感じたので

早目にスピンをダウン、一気にNO3ジブにした。ポ

インシアナの1マイル先を走るシルフィードやその前

のがめらはあい変わらずスピン帆走中である事が視認

出来た。16:20ADFで船位測定後次第に風が強くな

り出し艇はプレーニングの連続で、スピードメーター

は常時10ノット以上であった。風向と波の寄せて来る

方向はNNEで一致しており、テイラーワークは楽で

あった。17:00から18:00にかけて風速は約12～15メ

ートル程度、波高は4メートルを超え、海面は白い泡

すじが現われて来ていた。それでもNO3ジブにワン
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ポイントリーフのメインで艇は安定して走っており、

プレーニング状態の連続を満喫していた｡18:00Bワ

ッチからAワッチヘの交代の為、キャビンから笠井が

ハーネスを着けてコックピットに出、代わって山田が

18：00からのNHK天気予報を聞く為キャビンに入っ

た。

この時点での乗員配置は|叉1－1の様にハーネス、ライ

ジャケ着用の大杉がスターン、15:00にワッチに出たま

まハーネス、ライジャケともに皆用していない飯野が

ヘルム、そしてハーネスは身に者けているがコックピ

ットに出たばかりの笠井はハーネスフックを艇体に固

定せずドッグハウス寄りに座わっていた。ラジオの台

風情報では「これから沖縄本島が暴風雨圏に入る」旨

を伝えていた為、レース海域への台風の直接の影響は

明日夜半から明後日であると判断した。NHKの天気

予報が終了した18：05ごろ突然ドーンと艇が真横90。

に横転し、キャビン内の3名は右舷に吹飛び、コック

ピットでは一名の落水事故が発生していた。

図－1落水時の乗員配置

2.気象、海象

9月23日から24日にあけての気象については、レー

スという事もあってポインシアナでは各乗員がいつも

の様に個別に情報収集して乗り組んでいた。例えばナ

ビゲーターの山田は21日からの新聞の天気|叉l切り抜き

を持参し、スタート前日とスタート直前の朝ハーハー

から電話による大島、三宅島の天気予報を聴取、他に

もラジオ、テレビの天気予報を調べていた。特に台風

19号が沖縄に近づいている段階であり、台風の動向が

一番気がかりではあった。

関東南部に秋雨前線が停滞しており、相当量の雨が降

るであろう事、前線に接近すれば15メートル程度の風

は吹<であろう事、台風の直接の影響は無いであろう

事を想定していた。実際スタート時から大島と三宅島

の中間に至るまでの約5時間、風力風向とも一定（約

6～8メートル:NNE)しており、危険を感じる状

態にはなかった｡23日17:00から20:00までの約3時

間に風速は20メートルにまで強くなり翌24日午前中15

（2）

メートル以12の風が続いた。午前l:30に落水海域に

到椅した巡視船「まつうら」のログブック記載風速は
約27メートルとの事であった。

事前の電話予報では波浪注意報は出ていたものの強風

注意報も出ておらず、結果として予測以上の風速と風

によってさらに成長した波浪が事故発生の遠{大lであっ

たと考えられる。

3.落水及び捜索状況

ワッチ交代時の18：05ごろ、艇が波の山から谷へお

りたところで、突然船が横転した。それまでは、プレ

ーニング気味にさほど大きなローリング、ピッチング

もなく走っていたのが、瞬ll芋に右舷を下にして90．横

転した。

笠井は、スターボード側のデッキに落ち、ライフラ

インを背にしてつかまった。大杉は、ライフラインに

ぶら下がった。ヘルムをとっていた飯野は、多分ライ今今〆
フラインの上を飛び越して、落水したものと思われる。～

キャビン内では、ジンバル、ラジオ、その他がスター

ボード側に飛ばされた。

船はすぐ起き上がり、コンパニオンウェイから外を兇

た山HIは、船の右舷後方の海面に飯野が両手を上げて

いるのを瞬間視認した。ティラーがぶらぶらしている

ので「ティラーを持て』と呼んだ、笠井は『落水』と

呼びながら起き上がり、ティラーをとった。大杉は、

自己点火灯付の馬蹄形浮環をとって海中に投げたが、

点火灯のとりつけたラインをスターンパルピットから

ほど<のにやや時間がかかり、2～3分後であった。

その間根本は、バウに行きそれからジブを下し、続い

てメーンをツーポイントに引き下げた。両舷からシー

トが下がってないのを確認して、エンジンを始動させ

た。更に、メーンを下げ、落水地点に戻るべくフルス

ロットルで0。に転針した。落水から転針までほぼ10

分かかった。スピードは約5ノットであり、更に波が

あるのでそれより遅いと判断した◎

約20分走った､その間もう一つの馬蹄形浮環に20Mのへ-掌
モヤイを救助用に用意した。

右舷側に榎本、左舷側に大杉が電灯を手に海面を捜索

やや舟酔い気味であった阿部は、コンパニオンゥェイ

にもたれかかって左舷側を照らし、捜索を続けた。

日没後でHif<、雨も激しく前方から降りかかり、風も

強くなっていた。山田は艇長命令で反転時から、アマ

チュア無線2メーターで、メーデー（非常通信）を出

し続け、とにかく連絡をとる事に専念した。波及び風

によるリーウェイがかなりあるものと判断し、0｡～90．

とジグザグに進んだが、波にたたかれエンジンでは、

上手から船を回す事はできず、下手回しで進んだ。波

も高く、両舷側からわずかな海面しか見えなかった。

光るものを捜すべく、見張ったが、砕波の上の夜光虫

以外何も見えなかった。その間、名前も呼んだが、波

と風の音以外は何も聞こえなかった。

無線連絡をとっていた山田は、何度かハッチから顔を
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しトライスル、ストームジブの真上り帆走となったが、

艇は5～6ノットの速度で安定していた。この間2：

3Oごろ前方500メートルに本船の灯火を視認し巡視船

かとも思われたが、艇は遭難状態になく救助信号など

は考えていなかった。又巡視船のレーダーでもヨット

を一切確認しなかったとの事である。後になって判っ

た事だが、ポインシアナUの捜索も行なっていたとの

事であったが、無線で艇と残りの乗員に異状は無いと

伝えてあった事から、当艇の乗員はヨット乗りの常識

として、自力で安全な港に入港する事だけを考えてい

た。むろん、関係者の心配を考え、その後も無線連絡

の努力はしたが、と．こからも応答はなかった。8:00

過ぎ利島、大島も視認出来、有視界航行で13:30ごろ、

下田ボーI､サービス前に係留を完了し、只ちに笠井、

山田は、保安部へ出向き、大杉はシーボニアのレース

本部（この時点では、捜索対策本部）に電話で報告し

た。

尚、避航中、10：3Oごろ爪木崎上空を飛行する保安

部のYS-11機以外、一切の巡視船及び航空機等を確

認しませんでした。

出し、連絡できない旨を云い、遠すぎると云ったOP

笠井は、その都度『とにかく、ゴールを続行しろ』と

指示した。約2時間その様な状態で捜索を続けた。

自艇での捜索の可能性は望みが薄かった。

19：3Oごろ、落水海域内で､ライフポール（赤旗竿）

を投下した。風は、18m～20m位になっていた。

20：0Oごろ、少しでも、陸に近ずけて連絡をとりや

すくしようと300.に極針した。

10分後、20：10分やっと連絡がとれた。

状況を!猟Iﾘ'し、下田海|保安部に連絡がとれた。

この間、機走2時間半で、約5リットルの軽油を使

った。後のために、大杉は給油を行なった。阿部は捜

索一時間後には、完全にダウンで、捜すよりはいてい

る方が多かったので、危険を感じ、キャビンに戻した。

巡視船がイキ〈まで、落水海域に戻ろうと考えたが、こ

～一への海況での機走は、ローリングも激しく、乗員の疲労
も激しく、2次遭難を恐れ20時50分、’'1艇での捜索を、 －

1祈念し、避航する事とした。

4.自力回航

落水者捜索は風速18～20メートル、波高4～5メー

トル、眼をあけるのがやつとという雨の中約2時間行

なわれ、桁神的肉体的疲労は極に近いと,ILj,われた。

シケの中、艇と乗員の2次遭難を[ﾛ|避する為、避航行

動に入った。当該海域から最も近い三宅島阿古港への

入港を当初考えていたがセールを張れない海象である

事、阿古入港経験者がllllⅡだけである事、三本岳など

無灯の瑞場が風下にある事、阿古漁港そのものの進人

口が狭い事なと．から断念した。リーウェイの予測も立

たず、この時点では灯台は一切視認できておらず、こ

の風でいわゆるロストポジションに近い状態といえた。

DFでプロットチャートするにはDFI,ijとの夜間ilililif

が大きい事、カーボン艇である為激しい雨の降る外部

にDFを持ち出す必要がある事など困難な要素があり

へへ精度は韻めないと判|析した。とりあえず新島、式根島
～

神津島などの灯を視認するまで西進し位置を確認する

事とした。又、機走燃料の残量は15＃であり、今後の

事を考えエンジンを停止しトライスルを上げたが、そ

れ以上のデッキワークは危険な為、夜が明けてからに

する事とした。シケの夜間、入港経験の無い新島や式

根への入港は全く考えなかった。長期城を予想し、21

時より211､f間2直ワッチを組みAワッチ笠井、榎本、

Bワッチ山田、大杉とし阿部は体調が戻るまでオフワ

ッチとした。マグ300度で航走を続け午前1時30分ごろ

225度方向に新島灯台をAワッチが視認、その後午前

5時00薄明がおとずれるまでの3時間半、新島灯台の

見える範囲でタックを繰り返しその位置にとどまった。

風速は15～20メートル、風向はやや北に振れ波高4～

5メートル、夜光虫が多い。24時5分、オールハンズ

（4名)でス|､－ムジブを腱開し、やっと風上への上り

性能を得、この時点で下川又は稲取港への入港を決l析
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5.無線について

落水事故発生直後、笠井艇長の指示で山田は落水地

点をチャートに記入（推測位置）し、非常通信を開始

した｡145メガヘルツのゴールチャンネルを中心に各li¥l

波数で繰返しメーデーを連l1平したが約2時間の間誰か

らも応答がなかった。

(3）
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事故翌日から、三'崎をはじめ千葉''1浜から銚子に至る

各漁協、漁業無線局に出向き、チラシを配布し、捜索

依頼をし、房総のサーファー達にも協力をお願いして

あります。一方、銚子から宮城方面と御蔵島以北の各

島の漁協の皆様には急拠郵送にて協力をお願いしてお

ります。

落水地点（三宅島の北北東10哩）は、ほぼ黒潮との

境であり、もし黒潮にのったとすると、当時の海流か

ら、58.方向房総沖第2鹿島海山あたりから18.方向に北

上していると推測され、また黒潮にのっていなければ

三宅島周辺から銚子に至る広い海域が考えられます。

関東及び三陸にかけて活跳されているヨット仲間、

パワーボートセーラー、サーファーなど多くの海の仲

間に今回の事I{i虻の経過をご説|ﾘlするとともに、クルー

ジングなとゞの折には、上記落水者及び浮遊物の発見に

ご協 力 願 い た く 考 え る 次 第 で す 。 一 ＝

あせりの色が濃い20:10湯河原のJJIDIH塩谷氏と急

にメリット5で交信が可能となり145.16メガヘルツで

事故発生を海上保安部に連絡して欲しい旨を通信した‘

塩谷氏から熱海警察経由で下田海上保安部に連絡され

た。20：30ポインシアナⅡ(JJIVMK-MM)からの依

頼で塩谷氏が落水状況、位置なと．を第一報としてレー

ス本部に有線した。

20：4OごろポインシアナⅡの他の乗員、艇体に特に異

状はなかったが疲労と海象の悪化の為、三宅島の阿古

港かどこかへ避航する旨を伝えた。20:45ごろ塩谷氏

から下田海上保安部巡視船「まつうら」が緊急出港準

備中であり、3時間後に落水海域に到着すると連絡が

入った。又レース本部からの連絡で三崎ヨット局(JA

1DWC)が交信を試みるからゴールしてくれと要請が

あり艇からコールしたが応答がなく、大シケのコック

ピットに一時も早く出て保船に加わりたかったので塩

谷局と当局間で無線をワッチ状態のまま20：53無線機

の前を離れた。その後艇はトライスルを張り21：00よ

り2名2時間交代の当直としたため、2時間ごとの当

直交代時に約10分間程度JJ1DIHを始め他局の呼出し

を様々な周波数で行なったが応答がなかった。バッテ

リー容量不足で3：00から5:00までスイッチを切っ

た他は下田入港（24日13：3Oごろ）まで無線は145.16

MHzでワッチ状態となっていた。尚、落水救助要請の

為18：07から20：53まではメーデー通信としたがその

後の通信は艇が遭難状態であったわけではないので、

通常の交信コールを心がけていた。
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6.捜索依頼

◎落水者飯野等（30才）

東京都世田谷区下馬2-33-4-306

TEL.03(412)9457

身長164cm｡やや細身。短髪で、救命

胴衣はつけていない。

◎落水時の特徴

黄色のオイルスキン上下に、青色のス

ニーカー。もし、オイルスキンを脱い

でいたら紺色のアディダスのウィンド

ブレーカーに紺色のゴール天のズボン。

◎落水時の投下部品

馬蹄形浮環。オレンジ色POINCIAN

AⅡの名前入り。白色自己点火燈がつ

ながっている。赤いライフポール各1個。

上記の内、1つでも発見されましたら、下記へ

連絡お願いします。

久米建築事務所TEL.03(403)0251

笠井、山田、永田、川部

夜間と休日は03(332)7332山田まで

一一

飯野君（82年鳥羽パールレースにて）

まとめ

このような不祥事を起し、海の仲間、および多くの

方々に多大なご迷惑を、おかけ致しました。事故発生

の事実を、とり急ぎ皆様に知って戴きたいと思い、捜

索のお願いも含めて、この報告を作成致しました。

事故の原因、対策については、後日何らかの形で、

詳細をお知らせ致します。私共も事故原因を再検討し、

いつの日か、再び海に出たいと思っています。その時

には、又仲間に入れて下さい。ライフジャケット、ハ

ーネスの重要性を、身をもって知らされました。

これから秋のレースに向います。各艇の安全を心よ

り祈っております。
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